
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変

更
案
の
窓
口
縦
覧
に
つ
い
て

  

町
で
は
平
成
28
年
度
に
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

現
在
の
農
地
の
利
用
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
今
後
農
業
用
に
積

極
的
に
活
用
す
る
区
域
（
農
用
地

区
域
）
と
そ
れ
以
外
の
区
域
に
区

分
す
る
見
直
し
の
計
画
案
が
で
き

ま
し
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　

８
月
12
日
（
金
）
～

８
月
31
日
（
水
）

　

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

○
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
縦
覧
場
所

　

指
江
庁
舎
農
林
課

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
の

案
内

　

県
立
出
水
養
護
学
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒
と

そ
の
保
護
者
な
ど
に
、
教
育
内
容

や
指
導
方
法
な
ど
を
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
21
日
（
水
）

　

午
前
8
時
50
分
～
午
後
２
時
30
分

○
対
象
者
（
保
護
者
含
む
）

①
平
成
29
年
度
就
学
予
定
の
幼
児

②
小
学
校
６
年
お
よ
び
中
学
校
３

年
に
在
席
し
て
い
る
児
童
生
徒

③
教
育
関
係
者
な
ど

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
22
日（
月
）～
9
月
５
日（
月
）

○
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

○
準
備
な
ど

　

・
全
員
上
履
き
持
参
の
う
え
、

　

体
育
服
、
ジ
ャ
ー
ジ
の
準
備
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

・
体
験
学
習
生
、
保
護
者
と
も

　

に
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。午
後
、

　

参
加
さ
れ
る
人
は
各
自
弁
当
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
係

　

☎
（
63
）
３
４
０
０

介
護
・
福
祉
・
看
護
分
野
就

業
相
談
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
が
増

え
、
仕
事
を
探
す
人
（
求
職
者
）

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、

病
院
、
介
護
事
業
所
の
人
材
な
ど

が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
で
は
次
の

日
程
で
専
門
機
関
の
就
業
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

○
看
護
職（
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
）

の
就
業
相
談

　

８
月
16
日
、
９
月
20
日
、
10
月
18
日

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

○
介
護
・
福
祉
（
県
社
会
福
祉
協

議
会
）
の
就
業
相
談

　

８
月
25
日
、
９
月
21
日
、
10
月
27
日

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

川
内
公
証
役
場
が
移
転
し
ま

し
た

　

川
内
公
証
役
場
は
、
平
成
28
年

7
月
19
日
か
ら
次
の
場
所
に
移
転

し
、
新
事
務
所
に
お
い
て
業
務
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

従
来
ど
お
り
、
遺
言
の
ほ
か
任

意
後
見
、
不
動
産
賃
貸
借
、
金
銭

消
費
貸
借
、
離
婚
、
尊
厳
死
宣
言

な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
や
、
会

社
・
法
人
設
立
の
た
め
の
定
款
認

証
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
新
役
場
所
在
地

　

〒
８
９
５
‐
０
０
６
１

　

薩
摩
川
内
市
御
陵
下
町
14
番
１
号

　
（
国
道
3
号
線
沿
い
、
川
内
高

　

等
学
校
北
隣
）

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
４
４
８

精
神
科
救
急
医
療
電
話
相
談

窓
口
を
開
設

　

県
で
は
、
精
神
疾
患
を
有
す
る

人
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
緊
急

的
な
精
神
医
療
相
談
を
電
話
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に

対
し
て
助
言
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

○
受
付
時
間

・
月
曜
～
土
曜
（
祝
日
お
よ
び
12
月

　

29
日
～
翌
年
１
月
３
日
を
除
く
）

　
　

午
後
５
時
～
翌
日
午
前
９
時

・
日
曜
、
祝
日
、
12
月
29
日
～
翌

　

年
１
月
３
日

　
　

午
前
９
時
～
翌
日
午
前
９
時

※
緊
急
的
精
神
科
医
療
相
談
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
が
あ
る

場
合
や
一
般
的
な
精
神
保
健
福
祉

相
談
は
保
健
所
や
役
場
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
保
健
所
や
関
係

機
関
に
相
談
内
容
を
提
供
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

精
神
科
救
急
医
療
電
話
相
談
窓
口

　

☎
０
９
９
（
８
３
７
）
３
４
５
８

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

推
薦
入
校
生
募
集

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
29
年
度
推
薦
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
科
目

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
情
報
処
理
課

○
募
集
人
員

　

各
科
10
人
程
度

○
訓
練
期
間

　

各
科
２
年

○
応
募
資
格

　
高
等
学
校
を
平
成
29
年
3
月
に

卒
業
見
込
み
の
人

○
願
書
受
付
期
間

　

9
月
1
日（
木
）～
9
月
29
日（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５
（
65
）
２
２
４
７

人
権
同
和
問
題
啓
発
強
化
月
間

　

８
月
は
「
人
権
同
和
問
題
啓
発

強
化
月
間
」
で
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
差
別
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き

込
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

　天草地域フェリー航路利用促進協議会では、熊
本県天草市と長崎県島原地域・鹿児島県北薩地域
を結ぶフェリー航路の更なる利用促進を図るた
め、乗船促進キャンペーンを実施します。
　往路の乗船証明と天草市内の対象施設での宿泊
の証明印をもらうと復路のフェリー代、車両（５
ｍ未満まで）と同乗者２人まで無料で乗船できま
す。
　この機会にぜひ、平成 30 年に世界文化遺産登
録を目指す「天草の﨑津集落」やイルカウォッチ
ングを天草で楽しんでみませんか。

○キャンペーン実施期間（予定）
　９月１日（木）～ 12 月 16 日（金）
　（先着 400 組限定）

○キャンペーン対象航路
　①口之津～鬼池航路（島鉄フェリー）
　②中田～諸浦航路（天長フェリー）
　③牛深～蔵之元航路（三和フェリー）
○利用方法
　キャンペーンチラシに往路の乗船証明を押して
もらい、天草市内の対象の宿泊施設の証明印をも
らうと復路のフェリー代、車両（５ｍ未満まで）
と同乗者２人まで無料で乗船できます。
　※利用者の中から抽選で 10 名のかたへ天草特
　　産品をプレゼントします。
　※乗船の際、アンケートにご協力ください。
◎問い合わせ先
　天草地域フェリー航路利用促進協議会事務局
　（熊本県天草市地域政策課内）
　☎ 0969（27）6000

天草地域フェリー航路乗船促進キャンペーン
先着 400 組限定

1011 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま


